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衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
村
井
宗
明
君
提
出
六
月
五
日
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
か
ら
発
注
し
た
安
倍
総
理
大
臣
夫
妻
を
使
っ
た
全

国
紙
へ
の
全
面
広
告
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
村
井
宗
明
君
提
出
六
月
五
日
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
か
ら
発
注
し
た
安
倍
総
理
大
臣
夫
妻
を
使
っ

た
全
国
紙
へ
の
全
面
広
告
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

今
後
、
次
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
御
指
摘
の
「
安
倍
総
理
大
臣
夫
妻
を
モ
デ
ル
と
し
た
全
面
広

告
」
の
よ
う
な
形
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組
の
促
進
を
呼
び
か
け
る
広
告
を
新
聞
の
紙
面
に
掲
載
す
る
計
画
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
な
お
、
本
年
六
月
五
日
以
降
に
お
い
て
は
、
同
月
十
二

日
に
地
球
温
暖
化
防
止
大
規
模「
国
民
運
動
」推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
広
告
を
新
聞
の
紙
面
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

本
年
六
月
五
日
の
新
聞
の
紙
面
へ
の
広
告
の
掲
載
を
含
む
地
球
温
暖
化
防
止
大
規
模
「
国
民
運
動
」
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社
博
報
堂
に
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
委
託
費
の
額
は
二
十
七
億
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
と
さ
れ
て
い
る
。
環
境
省
が
同
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
作
成
し
た
予
定
価
格
に
よ
れ
ば
、
そ
の
積
算
内
訳

は
、
人
件
費
二
億
四
千
八
十
六
万
九
千
円
、
旅
費
六
百
四
十
七
万
八
百
二
十
円
、
諸
謝
金
二
十
一
万
八
千
円
、
印
刷
製
本
費

二
十
七
万
円
、
借
料
損
料
四
千
三
百
一
万
五
千
八
十
円
、
外
注
費
一
億
八
千
七
百
六
十
四
万
七
千
五
百
六
十
円
、
雑
役
務
費

一



（
素
材
制
作
・
広
報
媒
体
使
用
費
等
）
二
十
億
三
千
百
四
十
二
万
八
千
五
百
七
十
二
円
、
一
般
管
理
費
六
千
百
五
十
万
九
千

五
百
四
十
円
及
び
消
費
税
一
億
二
千
八
百
五
十
七
万
千
四
百
二
十
八
円
と
な
っ
て
い
る
。
「
代
理
店
に
支
払
う
費
用
」
に
つ

い
て
は
、
委
託
費
の
額
が
確
定
し
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
に
つ
い
て

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
の
構
成
員
で
は
な
い
。
な
お
、
本
年
六
月
五
日
に
地
球
温
暖

化
防
止
大
規
模
「
国
民
運
動
」
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
新
聞
の
紙
面
に
掲
載
し
た
広
告
に
お
い
て
は
、
家
庭
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組
の
促
進
を
国
民
に
効
果
的
に
呼
び
か
け
る
観
点
か
ら
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
参
加
を

得
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

本
年
六
月
五
日
に
地
球
温
暖
化
防
止
大
規
模
「
国
民
運
動
」
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
新
聞
の
紙
面
に
掲
載
し
た
広
告
の

企
画
、
立
案
及
び
実
施
に
係
る
担
当
部
局
は
、
環
境
省
地
球
環
境
局
で
あ
り
、
そ
の
長
は
地
球
環
境
局
長
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

本
年
六
月
五
日
に
地
球
温
暖
化
防
止
大
規
模「
国
民
運
動
」推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
新
聞
の
紙
面
に
掲
載
し
た
広
告
は
、

二



地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
長
で
あ
る
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
、
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組
の
促
進

を
国
民
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

取
組
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、よ
り
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
て
不
断
に
国
民
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

六
月
五
日
は
、
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
者
及
び
国
民
の
間
に
広
く
環

境
の
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
環
境
の
日
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
当
該
広
告
を
掲
載
し
た
時
期
は
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
当
該
広
告
は
、
特
定
の
政
党
や
公
職
の
候
補
者
を
支
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
政
治
的

に
中
立
性
を
欠
く
」
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三


